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【目的】本研究では、着床前胚の栄養不良培地を用いた体外培養を経て産まれたマウスは、

糖尿病性脂肪肝炎および腎症を呈するか、生後に水溶性食物繊維を多く含む大麦食を摂取

させると、病態が改善するかを検証した。【方法】着床前 2 細胞期胚を通常培地である KSOM

培地および栄養不良培地 αMEM 培地にて 48 時間体外培養したのち仮親マウスの卵管に戻

し、産まれた仔マウスをそれぞれ対照群、MEM 群とした。離乳後 58 日間高脂肪食を投与

した後に、MEM 群は週齢、体重、空腹時血糖が等しくなるよう 2 群に分け、対照群および

MEM 群の片方に AIN93G をベースとした米粉食を、MEM 群のもう片方に米粉食の米粉

50％を大麦粉で置換した大麦食を自由摂食させ、投与開始 10 週目に解剖した。肝切片は

AZAN 染色、腎切片は PAS 染色にてそれぞれ肝線維化および糸球体病変を評価し、炎症性

線維化疾患を誘導する TGFβ などの炎症関連遺伝子の mRNA およびタンパク質量をそれ

ぞれ RT-PCR 法、ウエスタンブロット法にて測定した。【結果】MEM マウスの米粉食群で

は、空腹時血糖値、食後血糖値、肝臓における線維化面積および脂肪滴の直径、TGFβ の

mRNA およびタンパク発現量が対照群と比較して高く、MEM マウスへの大麦投与によっ

て肝線維化面積と TGFβ の発現量が低下した。腎臓では、MEM マウス米粉食群にて線維

化促進に伴って糸球体硬化(糸球体肥大、メサンギウム領域の増大、結節性糸球体病変占有

率の増大)および TGFβ の発現量増大が観察された。MEM マウスへの大麦の摂取によっ

て、糸球体硬化症状および TGFβ の発現上昇は抑制された。【考察】着床前胚が栄養不良

培地 αMEM 培地に体外培養として暴露され産まれた MEM マウスは、糖尿病性脂肪肝炎・

腎症を引き起こすこと、また、その原因に線維化を誘導する炎症性サイトカイン TGFβ 発

現の上昇が関与することが示唆された。加えて、生後に大麦食を投与することで、これらの

病態は改善することが示唆された。 

 

 


